
就 職 支 援 セ ン タ ー か ら

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
期
は
、一
月
末
で
す
。学

期
末
と
い
う
こ
と
も
あ
り
学
生
は
レ
ポ
ー
ト
、試
験
の

準
備
、作
品
の
提
出
に
一
生
懸
命
の
時
期
で
す
。こ
こ

ま
で
学
生
は
様
々
な
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。特
に
四

年
生
は
卒
業
研
究
が
あ
り
、卒
業
制
作
で
い
ま
ま
で
の

奮
闘
の
結
実
を
見
ま
す
。ま
た
社
会
人
と
な
る
た
め

就
職
活
動
が
あ
り
ま
す
。企
業
と
の
や
り
取
り
の
中

で
、本
当
の
自
分
を
見
失
わ
な
い
で
、人
生
の
目
的
を

定
め
る
た
め
に
は「
真
実
の
デ
ー
タ
」が
必
要
と
考
え
ま

す
。最
近
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
増
刊
号
に
本
学
の
相
澤
郁

恵
さ
ん
の「
モ
デ
ィ
リ
ア
ー
ニ
に
お
願
い
」と
い
う
漫
画
が

連
載
さ
れ
て
い
ま
す
。美
術
を
学
ぶ
学
生
の
奮
闘
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。担
任
だ
っ
た
私
は
、彼
女
の
成
長
を
他

の
先
生
方
と
見
て
き
ま
し
た
。ま
さ
に
あ
の
主
人
公
は

彼
女
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。作
品
制
作
だ
け
で
な
く

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
補
助
、学
友
会
活
動
、サ
ー
ク
ル

等
に
奮
闘
し
ま
し
た
。彼
女
が
一
年
次
終
了
の
と
き
に

グ
ル
ー
プ
展
で
見
た
す
っ
く
り
と
立
つ
人
の
絵
は
新
入

生
当
時
か
ら
見
違
え
る
よ
う
に
成
長
し
た
な
と
思
わ

せ
る
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
と
き
の
彼
女
の
顔
か

ら
は
、本
当
の
喜
び
と
充
実
感
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

「
全
力
」「
力
を
ふ
り
し
ぼ
れ
」よ
く
聞
か
れ
る
言
葉
で

す
。何
事
も
経
験
を
通
し
て
の「
真
実
の
デ
ー
タ
」が
な

い
と
身
心
が
動
き
ま
せ
ん
。「
真
実
の
デ
ー
タ
」と
は
、

元
金
沢
工
業
大
学
教
授
で
画
期
的
創
造
性
開
発
法

と
し
て
Ｎ
M
法
や
工
学
禅
を
開
発
し
た
中
山
正
和
氏

が
そ
の
著
書「
洞
察
力
」（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
）で
述
べ
て
い
る

言
葉
で
す
。私
が
理
解
し
た
範
囲
で
は
、澄
み
き
っ
た

湖
面
に
映
る
風
景
の
よ
う
に
脳
内
に
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

の
ま
ま
に
浮
か
ぶ
状
態
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。し
っ
か
り
と
し
た
目
的
を
持
ち
邪
念
な
く
全
力
で

取
り
組
ん
だ
時
、人
が
脳
の
前
頭
前
野
＝
心
に
蓄
積

し
て
ゆ
く
も
の
。「
真
実
の
デ
ー
タ
」と
は
、「
感
動
経

験
」と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。生
活
美
術
学
科
は
三
島
学
園
女
子
大
学
時
代
か

ら
今
年
で
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。学
生
の
活
動
は
、

大
学
祭
の
運
営
、個
展
、グ
ル
ー
プ
展
、公
募
展
、ゼ
ミ

ナ
ー
ル
展
等
の
発
表
活
動
、各
自
が
全
力
で
取
り
組
ん

だ
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。中
に
は
、私
が
か
つ

て
見
た
ア
リ
ゾ
ナ
の
湖
に
映
る
銀
色
の
青
空
を
感
じ
さ

せ
る
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。家
政
学
科
は
昨
年
十
二

月
に
課
題
研
究
の
発
表
会
を
行
い
充
実
し
た
研
究
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。服
飾
文
化
専
攻
は
二
月
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。短
期
大
学

部
で
は
完
成
年
度
を
迎
え
る
食
物
栄
養
学
専
攻
が

校
外
実
習
等
忙
し
い
中
、大
学
祭
で
ヘ
ル
シ
ー
レ
ス
ト
ラ

ン
を
開
催
し
公
開
講
座
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し

お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。子
ど
も
生
活
専
攻
は

設
置
以
来
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。児
童
館
等
で
三
島

レ
ン
ジ
ャ
ー
等
様
々
な
活
動
を
活
発
に
行
い
ま
し
た
。

学
生
が
そ
の「
真
実
の
デ
ー
タ
」に
基
づ
き
ど
ん
な
未
来

を
創
造
す
る
の
か
。楽
し
み
な
四
月
が
来
ま
す
。皆
様

方
に
は
学
生
の
様
々
な
発
表
活
動
に
は
、是
非
足
を

お
運
び
い
た
だ
き
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。今
後
と
も
、三
島
学
園
、東
北
生
活
文
化
大
学

な
ら
び
に
短
期
大
学
部
に
多
大
な
る
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

生活美術学科長   佐藤 淳一
東北生活文化大学
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真実のデータ

T O H O K U  S E I K A T S U  B U N K A  

U N I V E R S I T Y  &  J U N I O R  C O L L E G E

このロゴマークは、本学の理念・目標を表現し、広く学内外にアピールするために、大学創立50周年を契機に作
成し、平成22年4月1日に制定されました。東北生活文化大学・同短期大学部の英語表記の頭文字「ＴＳＢ」をモ
チーフにし、人を結び繋ぐことがイメージされています。「広報ＴＳＢ」も、保護者と大学とを結ぶ懸け橋となることを
願って命名しました。
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第 6 号
平成26年度 後期

※

ブ
ロ
ン
ズ
像「
の
ぞ
み
」

※ブロンズ像「のぞみ」…平成26年6月大学3号館東側エントランスに設置。この像は勾当台公園にあるものと同じ作品です。

  本学の大部分の学生にとっては、大学や短大が最後の教育機関です。つまり、小学校から14年間または16年間学んで身につけてきたさまざまな
知識や技能を発揮し、卒業後は実社会で働いて収入を得るとともに、社会の発展に貢献することになります。学生にとって学校から社会に出て行くこ
とは、約20年の人生で最大の飛躍だと思います。学生たちのこの飛躍に対して、保護者の方々の物心両面にわたるご支援を3点記載します。
　第一は、「就職活動をやっている？」と、機会を見て声を掛けてください。本学学生は就職活動への取り組みが遅く、そのために会社の選択幅が狭く
なり、結局は希望に合わない会社なので就職しないままで卒業してしまうという学生がいます。保護者からたまに声を掛けていただくだけで、学生は背
中を押されて前に一歩進み出すことができます。
　第二は、就職活動への経済的な支援です。筆記試験での基礎学力を身につけるには、問題集を買って毎日着実に勉強していく以外に方法はあり
ません。問題集購入のための援助をお願いします。また、就職活動ではリクルートスーツが必要になります。暑い夏の時期の就職活動では2着必要に
なるかもしれません。さらに、面接試験では東京に行かなければならない場合もあります。学生は高速バスを利用するなど余分な支出を抑えています
が、やはり学生の負担は大きいものがあります。ぜひとも経済的な支援をお願いします。
　第三に、保護者と学生とが事前に十分に意見交換をして、共通理解の上で就職活動を進めてください。残念ながら、保護者の理解が得られず、採
用内定を辞退する学生が毎年います。内定通知に承諾書を出してからの辞退は、本来は許されないことです。宮城県内に限るのか、県外でもいいの
か。職種は事務に限るのか、営業でもいいのか。これらのことを学生と話し合ってバックアップしてください。

◎保護者の就職支援

PHOTO ALBUM
（平成26年度後期）

8月2日から5日の4日間開催。さらに今年3月26日、27

日には春期開催します。1日6時間集中的に取り組むた

め、初心者でもデッサン力を身につけることができます。

夏期高校生のための
デッサンセミナー

本学では年2回、定期的に学生と教職員で実
施しています。

構内清掃

防寒対策として、学生食堂前のコアをテントブースの様
に、シートで被い、中ではミネストローネやおでんなど温かい
食べ物も振る舞われ、一足早いクリスマスを楽しみました。

X'mas Party☆
1月24日、本学100周年記念ホールにおいて、

平成26年度成人祝賀行事「情熱のフラメン

コ」を開催しました。

平成26年度成人祝賀
行事

～情熱のフラメンコ～

10月25日、26日開催。各種展示、様 な々ステージイベントが行

われ、盛り上がりました。皆様、ご来場ありがとうございました。
大学祭

企画・演出・構成から衣装デザイン、モデルまですべて学生によるショー。今年のテーマは「交錯」。一人ひとりの力が融合し、感動的なステージに。

ファッションショー

9月20日、塩釜においてGAMA ROCK FES開催。服飾文化専攻が、「GAMA ROCK FLAG」の製作協力を行い、会場までの道を彩りました。

GAMA ROCK FES 2014

主食、小鉢（小・中・大）、主菜などから、自由に組
み合わせを選んで食べることができるようになりま
した。「ランチをコーディネートしよう！」

学生食堂が変わりました

生活美術学科3年生の相澤郁恵さんがこの度、漫画

家デビューしました。「ビッグコミック増刊号」に「モディリ

アーニにお願い」というタイトルで連載されています。

相澤郁恵さん漫画家デビュー©相澤いくえ／小学館ビッグコミック増刊号連載中
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子
ど
も
生
活
専
攻

大
学
生
活
美
術
学
科
短信

学
科
の
行
事

短
大
生
活
文
化
学
科
短信

　
最
近
半
年
間
の
家
政
学
科
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
八
月
八
日
に
健
康
栄
養
学
専
攻
二
年
生
の
校
外
研
修
が
行
わ

れ
ま
し
た
。今
回
は
、美
里
町
の（
株
）鎌
田
醤
油
や
大
崎
市
松

山
の（
株
）一
ノ
蔵
を
見
学
し
、食
品
の
調
理
や
加
工
に
つ
い
て
実
践

的
に
学
び
ま
し
た
。ま
た
、昼
食
は
大
崎
市
岩
出
山
の
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
、四
季
の
里「
凛
菜
・
上
の
家
」で
郷
土
料
理
を
味
わ
い
、食

文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
九
月
九
日
か
ら
十
二
日
ま
で
、服
飾
文
化
専
攻
二
年
生
の
研

修
旅
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
家
政
特
別
講
義
Ⅱ
と
し
て
行

わ
れ
る
も
の
で
、今
回
は
昨
年
に
引
き
続
き
、倉
敷
や
徳
島
、神

戸
な
ど
で
、ア
パ
レ
ル
企
業
や
美
術
館
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

服
飾
文
化
や
家
政
学
に
関
す
る
有
意
義
な
研
修
を
行
い
、専
門

的
な
学
習
を
す
る
意
欲
が
高
ま
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
後
期
の
授
業
は
九
月
十
九
日
に
始
ま
り
、キ
ャ
ン
パ
ス
は
ま
た

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
五
日
と
二
十
六
日
は
大
学
祭
が
開
催
さ
れ
、家
政

学
科
で
は
学
習
・
研
究
の
成

果
を
展
示
し
ま
し
た
。ま
た
、

二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
家
政
学
科

の
学
生
た
ち
が
大
活
躍
し
、

シ
ョ
ー
を
成
功
へ
と
導
き
ま
し

た
。十
二
月
十
三
日
に
は
、四

年
生
の
課
題
研
究
発
表
会
が

あ
り
、三
年
生
の
後
期
か
ら

始
め
た
研
究
の
成
果
を
百
周

年
記
念
ホ
ー
ル
で
口
頭
発
表
し
ま
し
た
。

　
本
稿
を
書
い
て
い
る
い
ま
、学
生
た
ち
は
後
期
の
試
験
に
臨
ん

で
い
て
、そ
れ
が
終
わ
る
と
春
休
み
に
な
り
ま
す
。春
休
み
中
も
、

管
理
栄
養
士
の
国
家
試
験
の
勉
強
や
学
外
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

の
リ
ハ
ー
サ
ル
な
ど
、学
生
た
ち
の
活
動
は
続
き
ま
す
。三
年
生
の

就
職
活
動
も
、今
年
か
ら
三
月
に
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
学
生
た
ち
の
卒
業
、就
職
、進
級
に
向
け
て
、心
を
配
っ
て
参

り
ま
す
の
で
、保
護
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
れ
ば
幸
い
に
存
じ

ま
す
。

　
生
活
美
術
学
科
は
九
月
初
旬
か
ら
京
都
研
修
旅
行（
二
年
）、

博
物
館
実
習
旅
行（
三
年
）と
慌
た
だ
し
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

同
月
、昨
年
よ
り
延
期
と
な
っ
て
い
た
人
形
作
家
の
四
谷
シ
モ
ン

さ
ん
の
講
演
会「
四
谷
シ
モ
ン・
人
形
譚
」が
開
催
さ
れ
、学
外
か

ら
も
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
十
月
十
八
日
に
は
学
内
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
・
授
賞
式
が
行
わ

れ
、最
優
秀
賞
に
三
年
次
の
葛
西
佑
美
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

翌
週
に
は
大
学
祭
が
あ
り
、学
内
コ
ン
ク
ー
ル
や
ゼ
ミ
の
展
示
な

ど
、工
夫
を
凝
ら
し
た
ブ
ー
ス
が
多
く
並
び
ま
し
た
。一
月
に
は
版

画
ゼ
ミ
、合
同
ゼ
ミ（
絵
画
・
壁
画
・
彫
刻
・
デ
ザ
イ
ン
）の
展
覧
会

が
あ
り
、一
年
間
の
ゼ
ミ
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
二
月
六
日
〜
十
一
日
に
は
コ
ー
ス
制
導
入
後
初
と
な
る
卒
業
制

作
展
が
、せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。同
会

場
で
は
第
二
回
T
S
B
ア
ー
ト
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
展
示
も
行
わ

れ
、特
別
審
査
員
の
工
藤
稜
先
生
を
お
招
き
し
、表
彰
式
や
ラ
イ

ブ
ペ
イ
ン
ト
も
実
施
し
ま
し

た
。

　
地
域
連
携
事
業
で
は
、

（
株
）ハ
ナ
サ
ク
と
の
花
器
の

商
品
開
発（
陶
芸
ゼ
ミ
）を
継

続
し
て
い
ま
す
。
ま
た
新
た

に
、仙
台
箪
笥
協
同
組
合
と

の
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
、学
生
の
若
い
感

性
を
い
か
し
た
、地
域
に
密
着

し
た
も
の
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
は
、小
学
生
を
対
象
と
し
て
台
原

児
童
館
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
制
作
、仙
台
市
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

於
い
て
凧
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、卒
業
生
を
対
象
と
し
た

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」を
実
施
し
、仙
台
な
ら
び
に
盛
岡
に
て
生

活
美
術
学
科
教
職
員
展
を
開
催
し
ま
し
た
。次
年
度
も
様
々
な

活
動
を
通
し
て
、生
活
美
術
学
科
の
魅
力
を
発
信
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
食
物
栄
養
学
専
攻
が
ス
タ
ー
ト
し
て
二
年
目
、ま
も
な
く

初
め
て
の
栄
養
士
の
免
許
を
持
っ
た
卒
業
生
を
出
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。大
学
の
健
康
栄
養
学
専
攻
へ
の
編
入
学
試
験
の
準
備
を
し
て
い

る
学
生
も
い
ま
す
。そ
し
て
、子
ど
も
生
活
専
攻
は
創
設
十
年
目
の

年
で
し
た
。後
期
の
主
な
行
事
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

TO H O K U  S E I K A T S U  B U N K A  U N I V E R S I T Y  &  J U N I O R  C O L L E G E

大
学
家
政
学
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物
栄
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学
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地
域
貢
献
活
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十
月
二
十
五
日
、二
十
六
日

大
学
祭

　
食
物
栄
養
学
専
攻
は
ヘ
ル

シ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
、子
ど
も
生
活

専
攻
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ラ
ン
ド
を

行
い
ま
し
た
。

〇
十
月

　幼
稚
園
実
習（
二
年
生
）

〇
十
二
月
・
二
月

　保
育
所
基
礎
実
習
・
施
設
見
学
実
習
・
こ
ど

も
園
見
学
実
習（
一
年
生
）

○
一
月
十
九
日
、二
十
日

　附
属
ま
す
み
幼
稚
園
の
園
児
を
招
い

て
の
活
動（
運
動
遊
び
）を
行
い
ま
し
た
。

○
六
月
〜
十
一
月

　給
食
管
理
校
外
実
習

　
保
育
所
、小
学
校
、自
衛
隊
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
分
か
れ

て
校
外
実
習（
一
週
間
）を
行
い
ま
し
た
。学
生
だ
け
で
な
く
、初
め
て

実
習
生
を
送
り
出
す
我
々
教
員
も
緊
張
の
連
続
で
し
た
が
、無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
一
月
六
日

　公
開
講
座「
お
正
月
遊
び
」

　
子
ど
も
生
活
専
攻
創
設
十
周
年
を
記
念
し
て
開
催
し
ま
し

た
。幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
十
五
組
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。干
支
の
由
来
の
お
話
を
ペ
ー
プ
サ
ー
ト

（
紙
人
形
劇
）で
演
じ
た
り
、凧
作
り
、コ
マ
回
し
な
ど
、短
大
で

行
っ
て
い
る
教
育
の一
端
を
公
開
し
、学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
教
職

員
が一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
保
護
者
の
方
々
か
ら
は
普
段
は
で
き
な
い
遊
び
を
子
ど
も
と
一

緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
と
好
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。今

ま
で
の
十
年
の
足
跡
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
も
学
生

を
育
て
る
こ
と
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
し
て
ゆ
こ
う
と
改
め
て

思
っ
た
次
第
で
す
。
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子
ど
も
生
活
専
攻

大
学
生
活
美
術
学
科
短信

学
科
の
行
事

短
大
生
活
文
化
学
科
短信

　
最
近
半
年
間
の
家
政
学
科
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
八
月
八
日
に
健
康
栄
養
学
専
攻
二
年
生
の
校
外
研
修
が
行
わ

れ
ま
し
た
。今
回
は
、美
里
町
の（
株
）鎌
田
醤
油
や
大
崎
市
松

山
の（
株
）一
ノ
蔵
を
見
学
し
、食
品
の
調
理
や
加
工
に
つ
い
て
実
践

的
に
学
び
ま
し
た
。ま
た
、昼
食
は
大
崎
市
岩
出
山
の
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
、四
季
の
里「
凛
菜
・
上
の
家
」で
郷
土
料
理
を
味
わ
い
、食

文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
九
月
九
日
か
ら
十
二
日
ま
で
、服
飾
文
化
専
攻
二
年
生
の
研

修
旅
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
家
政
特
別
講
義
Ⅱ
と
し
て
行

わ
れ
る
も
の
で
、今
回
は
昨
年
に
引
き
続
き
、倉
敷
や
徳
島
、神

戸
な
ど
で
、ア
パ
レ
ル
企
業
や
美
術
館
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

服
飾
文
化
や
家
政
学
に
関
す
る
有
意
義
な
研
修
を
行
い
、専
門

的
な
学
習
を
す
る
意
欲
が
高
ま
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
後
期
の
授
業
は
九
月
十
九
日
に
始
ま
り
、キ
ャ
ン
パ
ス
は
ま
た

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
五
日
と
二
十
六
日
は
大
学
祭
が
開
催
さ
れ
、家
政

学
科
で
は
学
習
・
研
究
の
成

果
を
展
示
し
ま
し
た
。ま
た
、

二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
は
家
政
学
科

の
学
生
た
ち
が
大
活
躍
し
、

シ
ョ
ー
を
成
功
へ
と
導
き
ま
し

た
。十
二
月
十
三
日
に
は
、四

年
生
の
課
題
研
究
発
表
会
が

あ
り
、三
年
生
の
後
期
か
ら

始
め
た
研
究
の
成
果
を
百
周

年
記
念
ホ
ー
ル
で
口
頭
発
表
し
ま
し
た
。

　
本
稿
を
書
い
て
い
る
い
ま
、学
生
た
ち
は
後
期
の
試
験
に
臨
ん

で
い
て
、そ
れ
が
終
わ
る
と
春
休
み
に
な
り
ま
す
。春
休
み
中
も
、

管
理
栄
養
士
の
国
家
試
験
の
勉
強
や
学
外
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

の
リ
ハ
ー
サ
ル
な
ど
、学
生
た
ち
の
活
動
は
続
き
ま
す
。三
年
生
の

就
職
活
動
も
、今
年
か
ら
三
月
に
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
学
生
た
ち
の
卒
業
、就
職
、進
級
に
向
け
て
、心
を
配
っ
て
参

り
ま
す
の
で
、保
護
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
れ
ば
幸
い
に
存
じ

ま
す
。

　
生
活
美
術
学
科
は
九
月
初
旬
か
ら
京
都
研
修
旅
行（
二
年
）、

博
物
館
実
習
旅
行（
三
年
）と
慌
た
だ
し
く
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

同
月
、昨
年
よ
り
延
期
と
な
っ
て
い
た
人
形
作
家
の
四
谷
シ
モ
ン

さ
ん
の
講
演
会「
四
谷
シ
モ
ン・
人
形
譚
」が
開
催
さ
れ
、学
外
か

ら
も
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
十
月
十
八
日
に
は
学
内
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
・
授
賞
式
が
行
わ

れ
、最
優
秀
賞
に
三
年
次
の
葛
西
佑
美
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

翌
週
に
は
大
学
祭
が
あ
り
、学
内
コ
ン
ク
ー
ル
や
ゼ
ミ
の
展
示
な

ど
、工
夫
を
凝
ら
し
た
ブ
ー
ス
が
多
く
並
び
ま
し
た
。一
月
に
は
版

画
ゼ
ミ
、合
同
ゼ
ミ（
絵
画
・
壁
画
・
彫
刻
・
デ
ザ
イ
ン
）の
展
覧
会

が
あ
り
、一
年
間
の
ゼ
ミ
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
二
月
六
日
〜
十
一
日
に
は
コ
ー
ス
制
導
入
後
初
と
な
る
卒
業
制

作
展
が
、せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。同
会

場
で
は
第
二
回
T
S
B
ア
ー
ト
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
展
示
も
行
わ

れ
、特
別
審
査
員
の
工
藤
稜
先
生
を
お
招
き
し
、表
彰
式
や
ラ
イ

ブ
ペ
イ
ン
ト
も
実
施
し
ま
し

た
。

　
地
域
連
携
事
業
で
は
、

（
株
）ハ
ナ
サ
ク
と
の
花
器
の

商
品
開
発（
陶
芸
ゼ
ミ
）を
継

続
し
て
い
ま
す
。
ま
た
新
た

に
、仙
台
箪
笥
協
同
組
合
と

の
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
、学
生
の
若
い
感

性
を
い
か
し
た
、地
域
に
密
着

し
た
も
の
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
は
、小
学
生
を
対
象
と
し
て
台
原

児
童
館
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
制
作
、仙
台
市
内
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

於
い
て
凧
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、卒
業
生
を
対
象
と
し
た

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」を
実
施
し
、仙
台
な
ら
び
に
盛
岡
に
て
生

活
美
術
学
科
教
職
員
展
を
開
催
し
ま
し
た
。次
年
度
も
様
々
な

活
動
を
通
し
て
、生
活
美
術
学
科
の
魅
力
を
発
信
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
食
物
栄
養
学
専
攻
が
ス
タ
ー
ト
し
て
二
年
目
、ま
も
な
く

初
め
て
の
栄
養
士
の
免
許
を
持
っ
た
卒
業
生
を
出
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。大
学
の
健
康
栄
養
学
専
攻
へ
の
編
入
学
試
験
の
準
備
を
し
て
い

る
学
生
も
い
ま
す
。そ
し
て
、子
ど
も
生
活
専
攻
は
創
設
十
年
目
の

年
で
し
た
。後
期
の
主
な
行
事
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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に
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で
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を
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す
我
々
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も
緊
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の
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に
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ど
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る
教
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の一
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を
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開
し
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生
ボ
ラ
ン
テ
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ア
と
教
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が一
緒
に
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て
取
り
組
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ま
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た
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の
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か
ら
は
普
段
は
で
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遊
び
を
子
ど
も
と
一

緒
に
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し
む
こ
と
が
で
き
た
と
好
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。今

ま
で
の
十
年
の
足
跡
を
振
り
返
る
と
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も
に
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れ
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も
学
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を
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て
る
こ
と
を
通
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て
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に
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。
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大
学
生
活
に
よ
う
や
く
慣
れ
て
き
た
服
飾
文
化
専
攻
一
年
次
学
生
た
ち

は
、大
学
で
の
講
義
・
実
験
・
実
習
、そ
し
て
課
外
活
動
に
日
々
励
ん
で
お
り
ま

す
。大
学
祭
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
携
わ
っ

た
学
生
が
前
期
よ
り
も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、二
月
末
に
開
催
さ
れ

る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
は
、ク
ラ
ス
の
殆
ど
が
何
ら
か
の
形
で
参
加
す
る
よ
う
で

す
。ま
た
、ワ
ク
ワ
ク一〇
〇
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
の一つ「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
製

作
」に
関
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
学
生
も
お
り
ま
す
。学
問
と
そ
れ
ぞ
れ
の
興

味
に
応
じ
た
活
動
を
通
し
て
、様
々
な
経
験
を
積
み
重
ね
、今
後
に
生
か
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
二
年
生
は
今
年
度
、成
人
に
な
り
、一月
に
キ
ャ
ン
パ
ス
で
祝
賀
会
が
あ
り
ま

し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。さ
て
、二
年
生
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。一

人
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。一
月
は
試
験
や
レ
ポ
ー
ト
課
題

な
ど
進
級
の
成
否
が
決
ま
る
大
事
な
時
期
で
す
。全
員
が
こ
の
ハ
ー
ド
ル
を
乗

り
越
え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。先
日
、三
年
生
の
課
題
研
究
発
表
会
が
あ

り
ま
し
た
。多
く
の
二
年
生
が
発
表
会
に
出
席
し
、積
極
的
に
挙
手
を
し
て
先

輩
た
ち
に
質
問
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。ま
さ
に
成
長
の
証
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。諸
先
生
方
の
ご
指
導
の
賜
物
で
す
。フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
も
こ
の
調

子
で
や
り
遂
げ
て
ほ
し
い
と
陰
な
が
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
三
年
次
後
期
の
授
業
は
、基
礎
科
目
か
ら
専
門
性
の
高
い
知
識
を
学
び

ま
す
。

　
特
に
必
修
科
目
の一つ
で
あ
る「
課
題
研
究
Ⅰ
」を
通
し
て
、各
々
が
希
望
し

た
研
究
室
の
指
導
教
官
よ
り
、自
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
、自
ら
問
題
を
解
決
す

る
手
法
を
学
び
ま
し
た
。そ
し
て一月
に
行
わ
れ
た
発
表
会
で
す
が
、学
生
達
の

姿
を
見
る
と
、「
随
分
成
長
し
た
な
ぁ
」と
大
変
感
動
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。さ

て
三
月
か
ら
就
職
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
で
す

が
、迷
っ
て
い
る
学
生
や
目
標
に
向
か
っ
て
準
備
を
し
て
い
る
学
生
な
ど
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。一人
ひ
と
り
が
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
、そ
し
て
希
望
し

て
い
る
職
種
に
就
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
卒
業
で
す
！

　
震
災
の
年
に
入
学
し
て
、入
学
式
は
四
月
三
十
日
で
し
た
。新
入
生
た
ち
が

打
ち
解
け
る
大
き
な
機
会
で
あ
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
は
、こ
の
年
は

な
く
、あ
わ
た
だ
し
く
授
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。し
か
し
、心
配
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
年
の
六
月
十
一日
の
体
育
祭
で
実
行
委
員
を
し

た
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
の
多
か
っ
た
こ
と
！
ク
ラ
ス
の
特
徴
は「
抜
群
の一
体
感
」で

す
。卒
業
後
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
道
を
進
み
ま
す
が
、ク
ラ
ス
の
つ
な
が
り
は

ず
っ
と
続
い
て
行
く
と
思
い
ま
す
。保
護
者
の
皆
様
も
四
年
間
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
一
年
生
は
、前
期
の
自
己
達
成
度
を
評
価
し
、新
た
な
目
標
で
後
期
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。大
学
行
事
の
家
政
特
別
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、管
理
栄
養
士
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
か
ら
貴
重
な
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。ま
た
、四

年
生
の
課
題
研
究
発
表
会
を
聴
講
し
、将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
少
し
ず
つ
動
き

始
め
て
い
ま
す
。大
学
祭
、ク
リ
ス
マ
ス
行
事
と
学
友
会
活
動
に
意
欲
的
に
参

加
す
る
学
生
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。二
回
目
の
個
人
面
談
で
は
、家
庭
学
習

の
習
慣
化
と
生
活
の
様
子
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
た
学

生
が
多
数
お
り
、帰
り
に
事
故
に
遭
わ
ぬ
よ
う
指
導
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
勉
強
を
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、前
向
き
に
学
生
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
二
年
生
の
後
期
に
は
、給
食
管
理
実
習
で
初
め
て
大
量
調
理
を
行
い
ま
し

た
。調
理
以
外
に
も
食
券
の
販
売
や
献
立
説
明
を
行
い
、食
後
に
は
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
り
喫
食
し
た
感
想
や
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。授
業
で
は
、様
々
な
課
題

が
出
た
と
思
い
ま
す
が
、意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。ま
た
今
年
は
、成
人
の
歳
で
も
あ
り
ま
す
。自
己
責
任
と
思
い
や
り
の
こ
こ

ろ
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、学
校
、保
育
所
、自
衛
隊
、高
齢
者
施
設
な
ど
で
五
日
間
の
校

外
実
習
を
体
験
し
ま
し
た
。実
習
後
に
、向
山
小
学
校
の
総
合
学
習
の
時
間

に
講
師
と
し
て「
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
る
こ
と
」に
つ
い
て
児
童
の
前
で
話

す
機
会
を
頂
い
た
学
生
も
お
り
ま
す
。ま
た
、十
一
月
に
は
、宮
城
県
栄
養
士

会
主
催
の
栄
養
ま
つ
り
、三
月
に
は
、食
事
療
法
学
会
の
お
手
伝
い
も
依
頼
さ

れ
て
お
り
、学
外
で
の
活
動
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　
春
か
ら
は
い
よ
い
よ
四
年
生
で
す
。三
月
か
ら
企
業
の
説
明
会
が
始
ま
り
、い

よ
い
よ
就
職
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。活
動
時
期
が
後
ろ
倒
し
に
な
っ
て
い
る
の

で
、進
路
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
て
活
動
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。進
路

に
つ
い
て
、ご
家
庭
で
も
話
し
合
う
機
会
を
持
っ
て
頂
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

　
四
年
生
は
十
二
月
十
三
日
に
課
題
研
究
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。三
年
後

期
か
ら
行
っ
て
き
た
研
究
の
最
終
的
な
発
表
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
質
問
に
対
す
る
応
答
な
ど
を一生
懸
命
行
う
中
で
四
年
間
の
成
長
を

感
じ
ま
し
た
。ま
た
、後
期
に
予
定
さ
れ
て
い
た
臨
地
実
習
や
教
育
実
習
等
も

無
事
に
終
了
し
国
家
試
験
対
策
に
集
中
で
き
る
環
境
と
な
り
ま
し
た
。現
在

は
二
月
の
最
終
模
擬
試
験
と
三
月
二
十
二
日
の
本
番
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
る

様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。就
職
に
つ
い
て
は
、一月
で
の
内
定
率
が
八
〇
％
と
前
年

度
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。三
月
に
入
っ
て
か
ら
も
内
定
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま

す
の
で
今
後
も
内
定
者
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。卒
業
に
向
け
て
、

教
員
一同
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
保
護
者
の
み
な
さ
ま
も
ど

う
か
温
か
く
、時
に
は
厳
し
く
支
援
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
一年
次
は
、学
業
以
外
で
も
活
発
な
活
動
が
見
ら
れ
、本
学
の
教
員
と
学
生

が一緒
に
地
域
の
方
々
と
共
に「
ワ
ク
ワ
ク一〇
〇
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
」を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の一つ
と
し
て
、毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
泉
区
民
の
日
頃
の
芸
術
文
化
活

動
の
成
果
を
発
表
す
る
文
化
祭
の
企
画
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、全
員
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、作
品
展
示
・
消
し
ゴ
ム
判
子
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、参

加
型
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
等
を
行
い
、多
く
の
来
場
者
に
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、地
域
の
方
々
と
の
報
告
会
を
行
い
、学
生
達
は
地
域
と
大
学
と
の
連

携
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
来
年
度
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
ま
す
。更
に
こ
れ

ら
の
経
験
を
も
と
に
学
生
食
堂
の
ガ
ラ
ス一面
に
季
節
を
彩
る「
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。今
後
も
学
生
達
の
活
動
の
支
援
を
担
任
と
し
て
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
生
活
美
術
学
科
二
年
次
は
、後
期
の
活
動
と
し
て
勉
学
に
制
作
に
充
実
し

た
活
動
を
行
い
ま
し
た
。九
月
に
は
児
童
館
で
七
人
の
学
生
が
、レ
ザ
ー
ク
ラ
フ

ト
等
の
制
作
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
八
木
山
動
物
公
園
写
生
大
会
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
四
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。大
学
祭
で
は
、コ
ン
ク
ー

ル
で
各
人
が
力
作
を
発
表
し
、画
廊
企
画
の
賞
に
入
っ
た
学
生
も
い
ま
し
た
。フ

ア
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
各
所
属
す
る
サ
ー
ク
ル
で
の
発
表
も
あ
り
、一月
に
開
催
さ

れ
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
展
で
は
、所
属
ゼ
ミ
の
展
示
で
良
い
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。

学
生
の
が
ん
ば
り
に
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
字
数
制
限
が
許
す
限
り
、嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
列
挙
し
ま
す
。

　
相
澤
郁
恵
さ
ん
が
漫
画
家
と
し
て
の
第
一歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。彼
女
の

「
モ
デ
ィ
リ
ア
ー
ニ
に
お
願
い
」が
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
増
刊
号
に
連
載
中
で
す
。舞
台

は
、本
学
に
少
し
似
て
い
る
田
舎
町
の
大
学
で
す
。是
非
ご
覧
下
さ
い
。今
、ま

さ
に
個
展
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
の
が
、Ｈ
二
十
五
大
美
コ
ン
最
優
秀
賞
受

賞
者
の
櫻
井
園
子
さ
ん
で
す
。遂
に
仙
台
圏
を
飛
び
出
し
、東
京（
新
宿
）に

進
出
し
た
学
生
が
現
れ
ま
し
た
。Ｈ
二
十
六
大
美
コ
ン
最
優
秀
賞
も
同
期
の
葛

西
佑
美
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。彼
女
も
個
展
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
二
学
年
終
了
時
点
で
、卒
業
に
要
す
る
単
位
の
ほ
と
ん
ど
を
取
得
し
て
し

ま
っ
た
学
生
が
多
く
い
た
た
め
、中
だ
る
み
を
心
配
し
ま
し
た
が
、二
年
間
の

「
貯
金
」で
得
た
こ
の
自
由
な
一年
間
を
有
効
に
活
用
し
た
学
生
達
が
朗
報
を

届
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
勢
い
が
ク
ラ
ス
全
体
に
波
及
す
る
こ

の
後
の一年
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
四
年
間
の
学
修
の
集
大
成
と
も
言
う
べ
き
卒
業
研
究
の
提
出
を
受

け
、二
月
六
日
〜
十
一日
の
期
間
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
五
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

利
用
し
て
、第
四
十
七
回
の
卒
業
制
作
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。来
場
者
は
千

三
百
名
を
数
え
、展
示
の
様
子
は
新
聞
報
道
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
、四
月
か
ら

社
会
へ
羽
ば
た
く
学
生
達
に
は
、大
き
な
励
み
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
卒
業
後
の
進
路
は
、昨
今
の
美
術
系
の
就
職
難
の
煽
り
を
受
け
て
、他
学

科
と
比
べ
る
と
低
調
な
就
職
率
で
は
あ
り
ま
す
が
、昨
年
に
比
べ
る
と
ポ
イ
ン

ト
は
上
昇
し
て
い
ま
す
。ま
た
、少
数
で
す
が
大
学
で
の
研
究
を
更
に
深
化
さ

せ
る
べ
く
、専
門
の
研
究
所
や
本
学
の
研
究
生
を
希
望
す
る
者
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。い
ず
れ
に
し
て
も
本
学
部
の
デ
ィ
プ
ロ
マ・
ポ
リ
シ
ー
に
謳
わ
れ
て
い
る

「
地
域
の
暮
ら
し
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
力
」を
生
か
し
て
自
律
的
に
活
動
し
、社
会

に
と
っ
て
有
為
な
人
材
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
念
願
し
て
い
ま
す
。

　
栄
養
士
免
許
取
得
を
志
に
入
学
し
て
か
ら一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。二
年
と
い
う
短
期
間
で
免
許
を
取
得
す
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に一生
懸

命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。先
日
、本
専
攻
二
年
間
の
集
大
成
で
あ
る
先
輩
方
の

校
外
実
習
報
告
会
を
聴
講
し
、今
後
の
課
題
を
具
体
的
に
認
識
し
た
よ
う
で

す
。新
学
期
を
迎
え
る
と
校
外
実
習
や
就
職
活
動
な
ど
、益
々
現
実
味
を
帯

び
た
生
活
が
待
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
向
け
て
、学
年
末
休
暇
は
、一
年
間
の
復

習
は
も
と
よ
り
、社
会
人
と
し
て
の
基
本
的
な
礼
儀
を
意
識
し
て
送
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
食
物
栄
養
学
専
攻
二
年
生
は
、十
一月
下
旬
に
は
予
定
さ
れ
て
い
た
校
外
実

習
を
全
て
終
え
、そ
れ
ぞ
れ
栄
養
士
と
し
て
の
実
務
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
、実
際
の
給
食
施
設
に
お
け
る
大
量
調
理
や
栄
養
指
導
、喫
食

者
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
、学
校
で
は
体
験
し
き
れ
な
い
多
く
の
こ
と
を
学

び
、更
に
成
長
し
た
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
後
期
に
は
、進
学
準
備
や
就
職
活
動
も
活
発
化
し
て
き
ま
し
た
。悩
み
や

不
安
の
あ
る
中
、自
分
の
目
標
を
真
剣
に
考
え
、前
進
し
て
い
く
姿
は
頼
も
し

く
も
見
え
ま
し
た
。四
月
か
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
道
に
進
ん
で
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、二
年
間
で
頑
張
っ
て
詰
め
込
ん
だ
知
識
と
経
験
、そ
し
て
自
分

に
自
信
を
も
っ
て
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
一年
次
後
期
は
、短
大
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
大
学
祭
で
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
準
備
で
慌
し
く
始
ま
り
ま
し
た
。過
去
に
例
を
見
な
い
取
り
組
み
の

遅
さ
に
、当
初
は
子
ど
も
生
活
専
攻
が
立
ち
上
が
っ
て
十
年
続
い
て
い
た
こ
の

行
事
が
で
き
な
い
の
で
は
と
危
惧
す
る
ほ
ど
で
あ
り
ま
し
た
が
、な
ん
と
か
無

事
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。学
生
も
充
実
感
・
達
成
感
を
味
わ

い
、仲
間
と
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　
さ
て
、一つ
残
念
な
事
は
、後
期
に
入
っ
て
健
康
管
理
が
不
十
分
な
の
か
、授

業
へ
の
集
中
力
が
な
く
な
っ
て
き
た
の
か
、遅
刻
・
欠
席
者
が
大
変
多
か
っ
た
と

い
う
事
と
、全
体
的
に
自
分
か
ら
何
か
を
や
ろ
う
と
い
う
意
欲
に
欠
け
て
い
た

よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。来
年
度
は
二
年
次
で
十
週
間
の
本
実
習
の
年

で
す
。是
非
お
子
様
の
気
力
・
体
力
の
充
実
を
図
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
家

庭
で
も
引
き
続
き
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
子
ど
も
生
活
専
攻
二
年
生
は
、後
期
に
入
っ
て
か
ら
す
ぐ
の
十
月
初
め
か

ら
、一
か
月
に
わ
た
る
幼
稚
園
教
育
実
習
を
経
験
し
ま
し
た
。未
来
の
保
育
者

と
し
て一
か
月
頑
張
っ
て
、学
校
に
戻
っ
て
き
た
皆
の
顔
は
人
間
と
し
て一回
り
大

き
く
成
長
し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。そ
の
後
は
、就
職
活
動
と
授
業
で
忙

し
く
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、次
々
と
就
職
も
決
ま
り
、社
会
人
と

し
て
の一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。教
育
や
保
育
は
人
を
育
て
る
大

切
な
仕
事
で
す
。子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
む
と
共
に
、自
ら
も
志
を
抱
い

て
力
強
く
歩
を
進
め
て
いっ
て
く
れ
る
よ
う
心
か
ら
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

TO H O K U  S E I K A T S U  B U N K A  U N I V E R S I T Y  &  J U N I O R  C O L L E G E
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よ
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大
学
生
活
に
よ
う
や
く
慣
れ
て
き
た
服
飾
文
化
専
攻
一
年
次
学
生
た
ち

は
、大
学
で
の
講
義
・
実
験
・
実
習
、そ
し
て
課
外
活
動
に
日
々
励
ん
で
お
り
ま

す
。大
学
祭
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
携
わ
っ

た
学
生
が
前
期
よ
り
も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、二
月
末
に
開
催
さ
れ

る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
は
、ク
ラ
ス
の
殆
ど
が
何
ら
か
の
形
で
参
加
す
る
よ
う
で

す
。ま
た
、ワ
ク
ワ
ク一〇
〇
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
の一つ「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
製

作
」に
関
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
学
生
も
お
り
ま
す
。学
問
と
そ
れ
ぞ
れ
の
興

味
に
応
じ
た
活
動
を
通
し
て
、様
々
な
経
験
を
積
み
重
ね
、今
後
に
生
か
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
二
年
生
は
今
年
度
、成
人
に
な
り
、一月
に
キ
ャ
ン
パ
ス
で
祝
賀
会
が
あ
り
ま

し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。さ
て
、二
年
生
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。一

人
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。一
月
は
試
験
や
レ
ポ
ー
ト
課
題

な
ど
進
級
の
成
否
が
決
ま
る
大
事
な
時
期
で
す
。全
員
が
こ
の
ハ
ー
ド
ル
を
乗

り
越
え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。先
日
、三
年
生
の
課
題
研
究
発
表
会
が
あ

り
ま
し
た
。多
く
の
二
年
生
が
発
表
会
に
出
席
し
、積
極
的
に
挙
手
を
し
て
先

輩
た
ち
に
質
問
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。ま
さ
に
成
長
の
証
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。諸
先
生
方
の
ご
指
導
の
賜
物
で
す
。フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
も
こ
の
調

子
で
や
り
遂
げ
て
ほ
し
い
と
陰
な
が
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
三
年
次
後
期
の
授
業
は
、基
礎
科
目
か
ら
専
門
性
の
高
い
知
識
を
学
び

ま
す
。

　
特
に
必
修
科
目
の一つ
で
あ
る「
課
題
研
究
Ⅰ
」を
通
し
て
、各
々
が
希
望
し

た
研
究
室
の
指
導
教
官
よ
り
、自
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
、自
ら
問
題
を
解
決
す

る
手
法
を
学
び
ま
し
た
。そ
し
て一月
に
行
わ
れ
た
発
表
会
で
す
が
、学
生
達
の

姿
を
見
る
と
、「
随
分
成
長
し
た
な
ぁ
」と
大
変
感
動
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。さ

て
三
月
か
ら
就
職
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
で
す

が
、迷
っ
て
い
る
学
生
や
目
標
に
向
か
っ
て
準
備
を
し
て
い
る
学
生
な
ど
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。一人
ひ
と
り
が
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
、そ
し
て
希
望
し

て
い
る
職
種
に
就
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
卒
業
で
す
！

　
震
災
の
年
に
入
学
し
て
、入
学
式
は
四
月
三
十
日
で
し
た
。新
入
生
た
ち
が

打
ち
解
け
る
大
き
な
機
会
で
あ
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
は
、こ
の
年
は

な
く
、あ
わ
た
だ
し
く
授
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。し
か
し
、心
配
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
年
の
六
月
十
一日
の
体
育
祭
で
実
行
委
員
を
し

た
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
の
多
か
っ
た
こ
と
！
ク
ラ
ス
の
特
徴
は「
抜
群
の一
体
感
」で

す
。卒
業
後
、そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
道
を
進
み
ま
す
が
、ク
ラ
ス
の
つ
な
が
り
は

ず
っ
と
続
い
て
行
く
と
思
い
ま
す
。保
護
者
の
皆
様
も
四
年
間
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
一
年
生
は
、前
期
の
自
己
達
成
度
を
評
価
し
、新
た
な
目
標
で
後
期
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。大
学
行
事
の
家
政
特
別
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、管
理
栄
養
士
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
卒
業
生
か
ら
貴
重
な
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。ま
た
、四

年
生
の
課
題
研
究
発
表
会
を
聴
講
し
、将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
少
し
ず
つ
動
き

始
め
て
い
ま
す
。大
学
祭
、ク
リ
ス
マ
ス
行
事
と
学
友
会
活
動
に
意
欲
的
に
参

加
す
る
学
生
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。二
回
目
の
個
人
面
談
で
は
、家
庭
学
習

の
習
慣
化
と
生
活
の
様
子
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
た
学

生
が
多
数
お
り
、帰
り
に
事
故
に
遭
わ
ぬ
よ
う
指
導
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
勉
強
を
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、前
向
き
に
学
生
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
二
年
生
の
後
期
に
は
、給
食
管
理
実
習
で
初
め
て
大
量
調
理
を
行
い
ま
し

た
。調
理
以
外
に
も
食
券
の
販
売
や
献
立
説
明
を
行
い
、食
後
に
は
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
り
喫
食
し
た
感
想
や
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。授
業
で
は
、様
々
な
課
題

が
出
た
と
思
い
ま
す
が
、意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。ま
た
今
年
は
、成
人
の
歳
で
も
あ
り
ま
す
。自
己
責
任
と
思
い
や
り
の
こ
こ

ろ
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、学
校
、保
育
所
、自
衛
隊
、高
齢
者
施
設
な
ど
で
五
日
間
の
校

外
実
習
を
体
験
し
ま
し
た
。実
習
後
に
、向
山
小
学
校
の
総
合
学
習
の
時
間

に
講
師
と
し
て「
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
る
こ
と
」に
つ
い
て
児
童
の
前
で
話

す
機
会
を
頂
い
た
学
生
も
お
り
ま
す
。ま
た
、十
一
月
に
は
、宮
城
県
栄
養
士

会
主
催
の
栄
養
ま
つ
り
、三
月
に
は
、食
事
療
法
学
会
の
お
手
伝
い
も
依
頼
さ

れ
て
お
り
、学
外
で
の
活
動
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　
春
か
ら
は
い
よ
い
よ
四
年
生
で
す
。三
月
か
ら
企
業
の
説
明
会
が
始
ま
り
、い

よ
い
よ
就
職
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。活
動
時
期
が
後
ろ
倒
し
に
な
っ
て
い
る
の

で
、進
路
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
て
活
動
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。進
路

に
つ
い
て
、ご
家
庭
で
も
話
し
合
う
機
会
を
持
っ
て
頂
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

　
四
年
生
は
十
二
月
十
三
日
に
課
題
研
究
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。三
年
後

期
か
ら
行
っ
て
き
た
研
究
の
最
終
的
な
発
表
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
質
問
に
対
す
る
応
答
な
ど
を一生
懸
命
行
う
中
で
四
年
間
の
成
長
を

感
じ
ま
し
た
。ま
た
、後
期
に
予
定
さ
れ
て
い
た
臨
地
実
習
や
教
育
実
習
等
も

無
事
に
終
了
し
国
家
試
験
対
策
に
集
中
で
き
る
環
境
と
な
り
ま
し
た
。現
在

は
二
月
の
最
終
模
擬
試
験
と
三
月
二
十
二
日
の
本
番
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
る

様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。就
職
に
つ
い
て
は
、一月
で
の
内
定
率
が
八
〇
％
と
前
年

度
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。三
月
に
入
っ
て
か
ら
も
内
定
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま

す
の
で
今
後
も
内
定
者
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。卒
業
に
向
け
て
、

教
員
一同
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
保
護
者
の
み
な
さ
ま
も
ど

う
か
温
か
く
、時
に
は
厳
し
く
支
援
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
一年
次
は
、学
業
以
外
で
も
活
発
な
活
動
が
見
ら
れ
、本
学
の
教
員
と
学
生

が一緒
に
地
域
の
方
々
と
共
に「
ワ
ク
ワ
ク一〇
〇
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
」を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の一つ
と
し
て
、毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
泉
区
民
の
日
頃
の
芸
術
文
化
活

動
の
成
果
を
発
表
す
る
文
化
祭
の
企
画
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、全
員
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、作
品
展
示
・
消
し
ゴ
ム
判
子
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、参

加
型
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
等
を
行
い
、多
く
の
来
場
者
に
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、地
域
の
方
々
と
の
報
告
会
を
行
い
、学
生
達
は
地
域
と
大
学
と
の
連

携
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
来
年
度
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
ま
す
。更
に
こ
れ

ら
の
経
験
を
も
と
に
学
生
食
堂
の
ガ
ラ
ス一面
に
季
節
を
彩
る「
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。今
後
も
学
生
達
の
活
動
の
支
援
を
担
任
と
し
て
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
生
活
美
術
学
科
二
年
次
は
、後
期
の
活
動
と
し
て
勉
学
に
制
作
に
充
実
し

た
活
動
を
行
い
ま
し
た
。九
月
に
は
児
童
館
で
七
人
の
学
生
が
、レ
ザ
ー
ク
ラ
フ

ト
等
の
制
作
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
八
木
山
動
物
公
園
写
生
大
会
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
四
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。大
学
祭
で
は
、コ
ン
ク
ー

ル
で
各
人
が
力
作
を
発
表
し
、画
廊
企
画
の
賞
に
入
っ
た
学
生
も
い
ま
し
た
。フ

ア
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
各
所
属
す
る
サ
ー
ク
ル
で
の
発
表
も
あ
り
、一月
に
開
催
さ

れ
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
展
で
は
、所
属
ゼ
ミ
の
展
示
で
良
い
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。

学
生
の
が
ん
ば
り
に
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
字
数
制
限
が
許
す
限
り
、嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
列
挙
し
ま
す
。

　
相
澤
郁
恵
さ
ん
が
漫
画
家
と
し
て
の
第
一歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。彼
女
の

「
モ
デ
ィ
リ
ア
ー
ニ
に
お
願
い
」が
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
増
刊
号
に
連
載
中
で
す
。舞
台

は
、本
学
に
少
し
似
て
い
る
田
舎
町
の
大
学
で
す
。是
非
ご
覧
下
さ
い
。今
、ま

さ
に
個
展
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
の
が
、Ｈ
二
十
五
大
美
コ
ン
最
優
秀
賞
受

賞
者
の
櫻
井
園
子
さ
ん
で
す
。遂
に
仙
台
圏
を
飛
び
出
し
、東
京（
新
宿
）に

進
出
し
た
学
生
が
現
れ
ま
し
た
。Ｈ
二
十
六
大
美
コ
ン
最
優
秀
賞
も
同
期
の
葛

西
佑
美
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し
た
。彼
女
も
個
展
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
二
学
年
終
了
時
点
で
、卒
業
に
要
す
る
単
位
の
ほ
と
ん
ど
を
取
得
し
て
し

ま
っ
た
学
生
が
多
く
い
た
た
め
、中
だ
る
み
を
心
配
し
ま
し
た
が
、二
年
間
の

「
貯
金
」で
得
た
こ
の
自
由
な
一年
間
を
有
効
に
活
用
し
た
学
生
達
が
朗
報
を

届
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
勢
い
が
ク
ラ
ス
全
体
に
波
及
す
る
こ

の
後
の一年
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
四
年
間
の
学
修
の
集
大
成
と
も
言
う
べ
き
卒
業
研
究
の
提
出
を
受

け
、二
月
六
日
〜
十
一日
の
期
間
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
五
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

利
用
し
て
、第
四
十
七
回
の
卒
業
制
作
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。来
場
者
は
千

三
百
名
を
数
え
、展
示
の
様
子
は
新
聞
報
道
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
、四
月
か
ら

社
会
へ
羽
ば
た
く
学
生
達
に
は
、大
き
な
励
み
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
卒
業
後
の
進
路
は
、昨
今
の
美
術
系
の
就
職
難
の
煽
り
を
受
け
て
、他
学

科
と
比
べ
る
と
低
調
な
就
職
率
で
は
あ
り
ま
す
が
、昨
年
に
比
べ
る
と
ポ
イ
ン

ト
は
上
昇
し
て
い
ま
す
。ま
た
、少
数
で
す
が
大
学
で
の
研
究
を
更
に
深
化
さ

せ
る
べ
く
、専
門
の
研
究
所
や
本
学
の
研
究
生
を
希
望
す
る
者
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。い
ず
れ
に
し
て
も
本
学
部
の
デ
ィ
プ
ロ
マ・
ポ
リ
シ
ー
に
謳
わ
れ
て
い
る

「
地
域
の
暮
ら
し
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
力
」を
生
か
し
て
自
律
的
に
活
動
し
、社
会

に
と
っ
て
有
為
な
人
材
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
念
願
し
て
い
ま
す
。

　
栄
養
士
免
許
取
得
を
志
に
入
学
し
て
か
ら一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。二
年
と
い
う
短
期
間
で
免
許
を
取
得
す
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に一生
懸

命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。先
日
、本
専
攻
二
年
間
の
集
大
成
で
あ
る
先
輩
方
の

校
外
実
習
報
告
会
を
聴
講
し
、今
後
の
課
題
を
具
体
的
に
認
識
し
た
よ
う
で

す
。新
学
期
を
迎
え
る
と
校
外
実
習
や
就
職
活
動
な
ど
、益
々
現
実
味
を
帯

び
た
生
活
が
待
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
向
け
て
、学
年
末
休
暇
は
、一
年
間
の
復

習
は
も
と
よ
り
、社
会
人
と
し
て
の
基
本
的
な
礼
儀
を
意
識
し
て
送
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
食
物
栄
養
学
専
攻
二
年
生
は
、十
一月
下
旬
に
は
予
定
さ
れ
て
い
た
校
外
実

習
を
全
て
終
え
、そ
れ
ぞ
れ
栄
養
士
と
し
て
の
実
務
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
、実
際
の
給
食
施
設
に
お
け
る
大
量
調
理
や
栄
養
指
導
、喫
食

者
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
、学
校
で
は
体
験
し
き
れ
な
い
多
く
の
こ
と
を
学

び
、更
に
成
長
し
た
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
後
期
に
は
、進
学
準
備
や
就
職
活
動
も
活
発
化
し
て
き
ま
し
た
。悩
み
や

不
安
の
あ
る
中
、自
分
の
目
標
を
真
剣
に
考
え
、前
進
し
て
い
く
姿
は
頼
も
し

く
も
見
え
ま
し
た
。四
月
か
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
道
に
進
ん
で
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、二
年
間
で
頑
張
っ
て
詰
め
込
ん
だ
知
識
と
経
験
、そ
し
て
自
分

に
自
信
を
も
っ
て
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
一年
次
後
期
は
、短
大
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
大
学
祭
で
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
準
備
で
慌
し
く
始
ま
り
ま
し
た
。過
去
に
例
を
見
な
い
取
り
組
み
の

遅
さ
に
、当
初
は
子
ど
も
生
活
専
攻
が
立
ち
上
が
っ
て
十
年
続
い
て
い
た
こ
の

行
事
が
で
き
な
い
の
で
は
と
危
惧
す
る
ほ
ど
で
あ
り
ま
し
た
が
、な
ん
と
か
無

事
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。学
生
も
充
実
感
・
達
成
感
を
味
わ

い
、仲
間
と
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　
さ
て
、一つ
残
念
な
事
は
、後
期
に
入
っ
て
健
康
管
理
が
不
十
分
な
の
か
、授

業
へ
の
集
中
力
が
な
く
な
っ
て
き
た
の
か
、遅
刻
・
欠
席
者
が
大
変
多
か
っ
た
と

い
う
事
と
、全
体
的
に
自
分
か
ら
何
か
を
や
ろ
う
と
い
う
意
欲
に
欠
け
て
い
た

よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。来
年
度
は
二
年
次
で
十
週
間
の
本
実
習
の
年

で
す
。是
非
お
子
様
の
気
力
・
体
力
の
充
実
を
図
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
家

庭
で
も
引
き
続
き
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
子
ど
も
生
活
専
攻
二
年
生
は
、後
期
に
入
っ
て
か
ら
す
ぐ
の
十
月
初
め
か

ら
、一
か
月
に
わ
た
る
幼
稚
園
教
育
実
習
を
経
験
し
ま
し
た
。未
来
の
保
育
者

と
し
て一
か
月
頑
張
っ
て
、学
校
に
戻
っ
て
き
た
皆
の
顔
は
人
間
と
し
て一回
り
大

き
く
成
長
し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。そ
の
後
は
、就
職
活
動
と
授
業
で
忙

し
く
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、次
々
と
就
職
も
決
ま
り
、社
会
人
と

し
て
の一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。教
育
や
保
育
は
人
を
育
て
る
大

切
な
仕
事
で
す
。子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
む
と
共
に
、自
ら
も
志
を
抱
い

て
力
強
く
歩
を
進
め
て
いっ
て
く
れ
る
よ
う
心
か
ら
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

TO H O K U  S E I K A T S U  B U N K A  U N I V E R S I T Y  &  J U N I O R  C O L L E G E

ク
ラ
ス
だ
よ
り

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　1
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　2
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　3
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　4
年

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻

　1
年

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻

　2
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　1
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　2
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　3
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　4
年

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻

　1
年

広報

（
平
成
二
十
六
年
度
後
期
）

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　1
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　2
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　3
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　4
年

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻

　2
年
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私 の 研 究

広報

　私は「教える」、「学ぶ」という活動に関する心理学の研究に取り組んでい
ます。研究テーマは以下の３つです。
①　「ピア・プレッシャーによってル・バーへの確信度を意図的に高めることが

概念変容に及ぼす効果」
　誤った、または不完全な一般的知識（ル・バー）をもっていると、正しい情報
を教授されたときに驚きが喚起されます。しかし、ル・バーへの確信度が低い
状態だと、驚きが弱くインパクトに欠けてしまいます。そこで仲間からの圧力（ピ
ア・プレッシャー）を利用して、あえてル・バーを所持させ、確信度を高めること
によって驚きが高まり、ル・バーの修正が促進されるのではないかと考えてい
ます。
②　「ル・バーに基づく判断のリバウンド抑制に及ぼす『範囲画定型ルール』

提示の効果」
　私たちは生活の中で経験を通してル・バーを形成します。ル・バーに基づく
反応は、それと対立する知識の教授によって一旦、減退しますが、教授場面
から離れ、日常生活の中での経験をくり返すことによって、再度、復活（リバウ
ンド）する可能性があります。しかし、日常生活での経験と対立しない、経験の
妥当性を条件付きで認める法則を提示した場合にはリバウンドが抑制される
と考えられます。
③「薬物に関する規範意識の高まりに及ぼす認知療法の効果」
　薬物乱用防止教育には、薬物の危険性、有害性を教授する教育と人生
の歩み方（ライフスキル）に焦点を当てた教育があります。前者には、危険性、
有害性だけを教授する「一面（片面）提示」と、「快楽が得られる」などのプラ
ス面も一緒に教授する「二面（両面）提示」の方法があります。後者には例え
ば認知療法が該当し、前者の「脅しの教育」よりも有効である可能性がありま
す。認知療法とは、悩みや問題を抱えているときの否定的な事実だけを狭く、
極端に見るとらえ方を改善し、肯定的な事実にも目を向けさせることを目指した
心理療法です。

　私は管理栄養士として陸上自衛隊に35年間勤務し、ご縁があり本大学
に勤務させていただいております。陸上自衛隊の給食は昭和29年の自衛
隊発足以来、隊員に現物給与の一環として提供されていますが、内容につ
いては公開されていない部分が殆どです。関係する資料は現在廃版となっ
ており、文献は少ないのが現状です。「給食経営管理」のテキストに施設の
特質、特性、概要、給食の目的、区分、目標、栄養摂取の基準等の記載は
ありますが、言葉、数字は現在の給食からは程遠いものでありました。あるテ
キストの自衛隊を通した栄養教育の方法について考察し、提案をする項目に

「対象者の中には、10～20歳代の若者が多く、積極的に健康管理を実践
する意欲をもたない人も少なくない。自衛隊に適した栄養教育をどのように展
開していくことが望ましいのかを検討し、提案することが必要である。」と書か
れていました。現在、大学で勤務させていただいている立場から、陸上自衛
隊の給食についての歴史、変遷、発足当時に栄養士として勤務されていた
先輩の方々から、食事の内容、時代に伴い隊員の食に関する関心の変化、
給食に対する思いなどを直接お聞きしながらまとめの仕事をしています。
　又、「医療・福祉分野における給食経営の課題」についても取組を始めま
した。「医療・福祉分野」の課題とすると、山ほどの課題が挙げられます。現
在および将来にむけて、医療・福祉分野には山ほどの難題が待ち受けてい
ることを、多くの人が実感しているところです。その中で食に関わることは、医
療・福祉を支える中心的役割の一端を担っていると考えます。給食の取り組
むべき課題として、多くの利用者に食に関する質の高いサービス提供を可能
とするためのシステムの構築があります。それは、一方向ではなく、多面的な
取り組みが必要となることから、違った立場で仕事をしている方 と々給食経
営管理の課題についての情報を共有しながら、実務活動・研究に邁進して
いるところです。

　私の教育・研究活動は、版画（シルクスクリーン）技法を主とした制作をと
おして、平面における直接的表現と間接的表現の均衡を図り、基礎的配色
論をもとに、魅力ある色面空間を展開することにあります。これらを研究目標
に自己研鑽を深め作品を制作・発表しています。
　作品のテーマは、四季折々の水面に映し出された雨の表情（春雨はる
さめ、梅雨つゆ、秋雨あきさめ、時雨しぐれなど）の一瞬の制止した風景をイ
メージして、ロウによる跡（The Locus of Rains）を利用し抽象的な版に
していきます。そして、支持体は和紙の厚さの数種類にシルクスクリーン技
法で印刷し、あえて混色をせずに和紙を幾層にも貼り重ね、色を閉じこめる
ように季節の移ろいの微妙な変化を表現しています。
　作品の中で使用している和紙との出会いは、2004年に公募があった
高知国際版画トリエンナーレ展に出品し、受賞式に出席の時に土佐典具
帖紙と出会ったことから現在に至る表現になっています。
　土佐典具帖紙（とさてんぐじょうし）とは、楮靭皮のアクを抜き去り繊維の
絡みだけで漉いた世界一薄い紙と言われ、「カゲロウの羽」のように薄くて
丈夫と称賛される和紙です。戦前にはタイプライター原紙として盛んに輸出
され、又、昭和30年代以降は機械漉の典具帖紙の普及に押される一方
で、手漉き和紙は貼り絵用紙、文化財保存修理などのわずかな需要に支
えられながら伝統技術として伝承されています。今後は、貴重な伝統工芸
品として引き継がれていくことを願います。
　日本の自然あふれる文化、風土からうまれた和紙という素材と「版」でし
か手に入らない表現に今後とも真正面から向き合っていきたいと思います。

　私は、有機化合物のアズレン誘導体の合成、放線菌が出す抗生物質
の分離・構造決定を行いました。新規抗生物質はマウスの実験系で抗真
菌活性、抗ウイルス活性、抗がん活性を示したことから、微生物学に大いに
興味を持ちその道に進みました。微生物には多くの種類が存在するので、そ
れぞれを培養するだけでも大変なことでしたが、微生物の培養・分離法、病
原微生物による感染実験と予防・治療法を学びました。
　宮城県職員として、医療従事者の教育、衛生研究所での研究業務に携
わりました。衛生研究所では、主に集団食中毒・特異感染症の原因微生物
調査、食品添加物の調査とそれらに関する研究を行い、食中毒・感染症防
止活動に役立てて参りました。
　原因微生物の分離・同定法は微生物の性状試験・遺伝子解析法を駆
使して行いますが、微生物は変異し易いため、変異した微生物に遭遇する
ことが度々あります。そのような場合、検査者の力量が問われます。様々な
文献等を参考に病原遺伝子の検索、新たな性状の確認など、謎解きで
す。
  私は、小学校の時より推理小説が好きで、江戸川乱歩の小林少年、コナ
ン・ドイルのシャーロックホームズ、アガサ・クリスティのエルキュール・ポアロに
あこがれ、小説の謎を解決しようと熟読したものです。食中毒での原因究明
はまさにこれで、楽しみながら仕事をしておりましたが、迅速性が要求される
行政検査の場合は、苦労したことも多々ありました。
　このような経験を通して、科学では常に疑問を持ち、一つ一つ謎を解く気
持ちを持つことが大切であることを、学びました。
　このことを、講義を通して学生に伝えていけたら、と思っております。

大学家政学科 准教授

専門分野：教授学習心理学
主な担当科目：教育心理学、心理学、教育方法論

植 松  公 威
大学家政学科 講師

専門分野：栄養学
主な担当科目：給食管理学、給食経営学、給食管理実習、臨地実習

半 澤  真 喜 子

大学生活美術学科 講師

専門分野：版画
主な担当科目：版画、色彩学

大 堀  恵 子
短大生活文化学科 教授

専門分野：微生物学、食品衛生学
主な担当科目：微生物学、食品衛生学、食品衛生学実験

齋 藤  紀 行

　平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
五
日
、四
谷
シ
モ
ン
氏

を
お
迎
え
し
、大
学
特
別
講
演
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。（
氏
は
平
成
二
十
五
年
の
晩
秋
に
講
演
を

し
て
頂
く
予
定
だ
っ
た
の
で
す
が
、急
病
の
た
め
延

期
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。）

　彼
の
人
形
へ
の
想
い
を
、幼
少
期
に
関
わ
っ
た
人

形
の
事
か
ら
、ど
の
様
に
現
在
の
球
体
関
節
人
形
に

至
っ
た
か
迄
等
を
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。と
り
わ
け

十
代
後
半
か
ら
二
十
代
に
か
け
て
は
様
々
な
当
時
一

世
を
風
靡
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
文
化
人
に
出
会
い

大
き
な
影
響
を
受
け
ら
れ
た
お
話
は
、観
客
の
関

心
を
惹
い
た
よ
う
で
し
た
。中
で
も
仏
文
学
者
の
故

澁
澤
龍
彦
氏
に
は
特
に
想
い
入
れ
が
強
く
、精
神
の

支
え
に
な
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　婦
人
雑
誌
に
記
載
さ
れ
て
い
た
澁
澤
氏
の
コ
ラ
ム
に
ハ

ン
ス
ベ
ル
メ
ー
ル
の
球
体
関
節
作
品
を
見
て
、強
い
衝
撃

を
受
け
、四
谷
氏
の
大
き
な
転
換
期
と
な
り
ま
し
た
。

　他
に
も
、金
子
國
義
、唐
十
郎
、麿
赤
児
、篠
山

紀
信
等
現
在
ま
で
交
流
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
、今

な
お
第
一
線
で
の
ご
活
躍
を
続
け
て
お
ら
れ
る
原
動

力
と
感
じ
ま
し
た
。今
後
、ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

　平
成
二
十
七
年
一
月
六
日（
火
）東
北
生
活
文
化
大
学
・
短
期
大
学
部
平

成
二
十
六
年
度
公
開
講
座「
お
正
月
あ
そ
び
」を
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
、短
期
大
学
部
に
子
ど
も
生
活
専
攻
を
創
設
し
て
か
ら
来
年
度

は
十
年
を
迎
え
ま
す
。そ
こ
で
、子
ど
も
生
活
専
攻
創
設
十
周
年
記
念
行
事

の一環
と
し
て
、学
生
た
ち
、子
ど
も
生
活
専
攻
の
教
員
全
員
の
協
力
の
下
、こ

の
公
開
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。当
日
は
、幼
児
か
ら
小
学
生（
一
歳
か
ら
十

歳
）二
十
六
名
、ご
家
族
の
方
々
十
五
組
が
参
加
、

午
前
中
二
時
間
、学
生
た
ち
が
作
っ
た
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
に
よ
る「
十
二
支
の
話
」を
見
た
り
、凧
作
り
や
こ

ま
作
り
を
し
た
後
、少
し
雪
の
残
る
校
庭
で
思
い
っ

き
り
凧
揚
げ
を
し
た
り
、こ
ま
回
し
に
挑
戦
し
た

り
、昔
な
が
ら
の
正
月
の
あ
そ
び
を
家
族
の
方
々
、

学
生
、教
員
な
ど
み
ん
な
と
楽
し
み
ま
し
た
。体
育

館
い
っ
ぱ
い
に
飾
っ
た
、学

生
た
ち
が
紙
な
ど
で
作
っ

た
鏡
餅
や
餅
花
の
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
も
好
評
で
、小
さ

な
お
子
さ
ん
に
説
明
す
る

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の

姿
は
と
て
も
微
笑
ま
し
い

も
の
で
し
た
。

　家
政
学
科
健
康
栄
養
学
専
攻
二
年
生
、留
守
惠
黎
那
さ
ん
が
み
や
ぎ
蔵

王
三
源
郷
推
進
協
議
会（
村
田
町
・
蔵
王
町
・
川
崎
町
）主
催
の
英
国
ウ
ェ
ー

ル
ズ
州
フ
リ
ン
ト
シ
ャ
ー
県
と
の
国
際
交
流
事
業
に
応
募
し
、見
事
、合
格
い
た

し
ま
し
た
。

　そ
こ
で
本
学
国
際
交
流
委
員
会
か
ら
、こ
の
交
流
事
業
に
参
加
す
る
留
守

さ
ん
に
奨
学
金
の
支
給
を
行
い
ま
し
た
が
、留
守
さ
ん
か
ら
レ
ポ
ー
ト
が
届
い
た

の
で
、ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
イ
ギ
リ
ス
で
の
生
活
」

　川
崎
町
、村
田
町
、蔵
王
町
の
三
町
合
同
で
行
っ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
友
好
親
善

派
遣
事
業
が
あ
り
ま
す
。各
町
二
人
、高
校
生
か
ら
大
学
生
を
対
象
に
募
集
し

て
い
ま
し
た
。そ
の
事
業
に
応
募
し
、各
町
二
人
、計
六
人(

大
学
生一人
、高
校
生

五
人)

で
八
月一日
〜
八
月
十
二
日
ま
で
、イ
ギ
リ
ス
、ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
自
然
豊
か
で
空
気
も
き
れ
い
な
と
こ
ろ
で
し
た
。

　特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、ロ
ン
ド
ン
観
光
で
す
。シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク・
ホ
ー

ム
ズ
の
家
を
訪
れ
た
り
、バ
ス
に
乗
っ
て
ビ
ッ
ク
ベ
ン
、ロ
ン
ド
ン
ア
イ
、バ
ッ
キ
ン
ガ
ム

宮
殿
な
ど
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
見
て
ま
わ
っ
た
り
ま
し
た
。テ
レ
ビ
で
し
か
見
た
こ

と
の
な
か
っ
た
風
景
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
て
興
奮
し
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。

　ア
メ
リ
カ
英
語
と
イ
ギ
リ
ス
英
語
で
は
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
、他

に
も
み
ん
な
と
仲
良
く
な
れ
る
か
な
ど
、不
安
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。し
か
し
、み
ん
な
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
英
語
が
で
き
な
い
私
に
、分
か
り

や
す
く
ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
れ
た
の
で
不
安
も
な
く
な
り
ま
し
た
。約
二
週
間

と
て
も
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。ま
た
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

健
康
栄
養
学
専
攻 
二
年 

留
守
惠
黎
那

　現
在
の
主
な
職
務
は
、広
報
・
学
生
募
集

委
員
会
の
総
括
と
学
生
募
集
を
中
心
に

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
年
間
計
画
、大
学
案

内
の
作
成
、高
校
訪
問
、進
学
相
談
会
、高

校
内
相
談
会
等
の
企
画
と
運
営
、出
前
授
業
、学
校
見
学
の
受
け
入
れ
と
対

応
、各
受
験
業
者
と
の
折
衝
な
ど
で
す
。私
自
身
広
報
と
学
生
募
集
は
、入

学
者
確
保
の
た
め
に
重
要
な
仕
事
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、接
す
る

高
校
生
や
保
護
者
、高
校
の
進
路
指
導
部
の
先
生
方
に
は
丁
寧
な
説
明
と
よ

り
良
い
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
成
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

四
谷
シ
モ
ン
氏
講
演
会

公
開
講
座｢

お
正
月
あ
そ
び
」

事
務
職
員
紹
介

国
際
交
流
事
業
参
加
レ
ポ
ー
ト
「
イ
ギ
リ
ス
で
の
生
活
」

学生募集担当課長
遠藤 保博
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私 の 研 究

広報

　私は「教える」、「学ぶ」という活動に関する心理学の研究に取り組んでい
ます。研究テーマは以下の３つです。
①　「ピア・プレッシャーによってル・バーへの確信度を意図的に高めることが

概念変容に及ぼす効果」
　誤った、または不完全な一般的知識（ル・バー）をもっていると、正しい情報
を教授されたときに驚きが喚起されます。しかし、ル・バーへの確信度が低い
状態だと、驚きが弱くインパクトに欠けてしまいます。そこで仲間からの圧力（ピ
ア・プレッシャー）を利用して、あえてル・バーを所持させ、確信度を高めること
によって驚きが高まり、ル・バーの修正が促進されるのではないかと考えてい
ます。
②　「ル・バーに基づく判断のリバウンド抑制に及ぼす『範囲画定型ルール』

提示の効果」
　私たちは生活の中で経験を通してル・バーを形成します。ル・バーに基づく
反応は、それと対立する知識の教授によって一旦、減退しますが、教授場面
から離れ、日常生活の中での経験をくり返すことによって、再度、復活（リバウ
ンド）する可能性があります。しかし、日常生活での経験と対立しない、経験の
妥当性を条件付きで認める法則を提示した場合にはリバウンドが抑制される
と考えられます。
③「薬物に関する規範意識の高まりに及ぼす認知療法の効果」
　薬物乱用防止教育には、薬物の危険性、有害性を教授する教育と人生
の歩み方（ライフスキル）に焦点を当てた教育があります。前者には、危険性、
有害性だけを教授する「一面（片面）提示」と、「快楽が得られる」などのプラ
ス面も一緒に教授する「二面（両面）提示」の方法があります。後者には例え
ば認知療法が該当し、前者の「脅しの教育」よりも有効である可能性がありま
す。認知療法とは、悩みや問題を抱えているときの否定的な事実だけを狭く、
極端に見るとらえ方を改善し、肯定的な事実にも目を向けさせることを目指した
心理療法です。

　私は管理栄養士として陸上自衛隊に35年間勤務し、ご縁があり本大学
に勤務させていただいております。陸上自衛隊の給食は昭和29年の自衛
隊発足以来、隊員に現物給与の一環として提供されていますが、内容につ
いては公開されていない部分が殆どです。関係する資料は現在廃版となっ
ており、文献は少ないのが現状です。「給食経営管理」のテキストに施設の
特質、特性、概要、給食の目的、区分、目標、栄養摂取の基準等の記載は
ありますが、言葉、数字は現在の給食からは程遠いものでありました。あるテ
キストの自衛隊を通した栄養教育の方法について考察し、提案をする項目に

「対象者の中には、10～20歳代の若者が多く、積極的に健康管理を実践
する意欲をもたない人も少なくない。自衛隊に適した栄養教育をどのように展
開していくことが望ましいのかを検討し、提案することが必要である。」と書か
れていました。現在、大学で勤務させていただいている立場から、陸上自衛
隊の給食についての歴史、変遷、発足当時に栄養士として勤務されていた
先輩の方々から、食事の内容、時代に伴い隊員の食に関する関心の変化、
給食に対する思いなどを直接お聞きしながらまとめの仕事をしています。
　又、「医療・福祉分野における給食経営の課題」についても取組を始めま
した。「医療・福祉分野」の課題とすると、山ほどの課題が挙げられます。現
在および将来にむけて、医療・福祉分野には山ほどの難題が待ち受けてい
ることを、多くの人が実感しているところです。その中で食に関わることは、医
療・福祉を支える中心的役割の一端を担っていると考えます。給食の取り組
むべき課題として、多くの利用者に食に関する質の高いサービス提供を可能
とするためのシステムの構築があります。それは、一方向ではなく、多面的な
取り組みが必要となることから、違った立場で仕事をしている方 と々給食経
営管理の課題についての情報を共有しながら、実務活動・研究に邁進して
いるところです。

　私の教育・研究活動は、版画（シルクスクリーン）技法を主とした制作をと
おして、平面における直接的表現と間接的表現の均衡を図り、基礎的配色
論をもとに、魅力ある色面空間を展開することにあります。これらを研究目標
に自己研鑽を深め作品を制作・発表しています。
　作品のテーマは、四季折々の水面に映し出された雨の表情（春雨はる
さめ、梅雨つゆ、秋雨あきさめ、時雨しぐれなど）の一瞬の制止した風景をイ
メージして、ロウによる跡（The Locus of Rains）を利用し抽象的な版に
していきます。そして、支持体は和紙の厚さの数種類にシルクスクリーン技
法で印刷し、あえて混色をせずに和紙を幾層にも貼り重ね、色を閉じこめる
ように季節の移ろいの微妙な変化を表現しています。
　作品の中で使用している和紙との出会いは、2004年に公募があった
高知国際版画トリエンナーレ展に出品し、受賞式に出席の時に土佐典具
帖紙と出会ったことから現在に至る表現になっています。
　土佐典具帖紙（とさてんぐじょうし）とは、楮靭皮のアクを抜き去り繊維の
絡みだけで漉いた世界一薄い紙と言われ、「カゲロウの羽」のように薄くて
丈夫と称賛される和紙です。戦前にはタイプライター原紙として盛んに輸出
され、又、昭和30年代以降は機械漉の典具帖紙の普及に押される一方
で、手漉き和紙は貼り絵用紙、文化財保存修理などのわずかな需要に支
えられながら伝統技術として伝承されています。今後は、貴重な伝統工芸
品として引き継がれていくことを願います。
　日本の自然あふれる文化、風土からうまれた和紙という素材と「版」でし
か手に入らない表現に今後とも真正面から向き合っていきたいと思います。

　私は、有機化合物のアズレン誘導体の合成、放線菌が出す抗生物質
の分離・構造決定を行いました。新規抗生物質はマウスの実験系で抗真
菌活性、抗ウイルス活性、抗がん活性を示したことから、微生物学に大いに
興味を持ちその道に進みました。微生物には多くの種類が存在するので、そ
れぞれを培養するだけでも大変なことでしたが、微生物の培養・分離法、病
原微生物による感染実験と予防・治療法を学びました。
　宮城県職員として、医療従事者の教育、衛生研究所での研究業務に携
わりました。衛生研究所では、主に集団食中毒・特異感染症の原因微生物
調査、食品添加物の調査とそれらに関する研究を行い、食中毒・感染症防
止活動に役立てて参りました。
　原因微生物の分離・同定法は微生物の性状試験・遺伝子解析法を駆
使して行いますが、微生物は変異し易いため、変異した微生物に遭遇する
ことが度々あります。そのような場合、検査者の力量が問われます。様々な
文献等を参考に病原遺伝子の検索、新たな性状の確認など、謎解きで
す。
  私は、小学校の時より推理小説が好きで、江戸川乱歩の小林少年、コナ
ン・ドイルのシャーロックホームズ、アガサ・クリスティのエルキュール・ポアロに
あこがれ、小説の謎を解決しようと熟読したものです。食中毒での原因究明
はまさにこれで、楽しみながら仕事をしておりましたが、迅速性が要求される
行政検査の場合は、苦労したことも多々ありました。
　このような経験を通して、科学では常に疑問を持ち、一つ一つ謎を解く気
持ちを持つことが大切であることを、学びました。
　このことを、講義を通して学生に伝えていけたら、と思っております。

大学家政学科 准教授

専門分野：教授学習心理学
主な担当科目：教育心理学、心理学、教育方法論

植 松  公 威
大学家政学科 講師

専門分野：栄養学
主な担当科目：給食管理学、給食経営学、給食管理実習、臨地実習

半 澤  真 喜 子

大学生活美術学科 講師

専門分野：版画
主な担当科目：版画、色彩学

大 堀  恵 子
短大生活文化学科 教授

専門分野：微生物学、食品衛生学
主な担当科目：微生物学、食品衛生学、食品衛生学実験

齋 藤  紀 行

　平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
五
日
、四
谷
シ
モ
ン
氏

を
お
迎
え
し
、大
学
特
別
講
演
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。（
氏
は
平
成
二
十
五
年
の
晩
秋
に
講
演
を

し
て
頂
く
予
定
だ
っ
た
の
で
す
が
、急
病
の
た
め
延

期
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。）

　彼
の
人
形
へ
の
想
い
を
、幼
少
期
に
関
わ
っ
た
人

形
の
事
か
ら
、ど
の
様
に
現
在
の
球
体
関
節
人
形
に

至
っ
た
か
迄
等
を
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。と
り
わ
け

十
代
後
半
か
ら
二
十
代
に
か
け
て
は
様
々
な
当
時
一

世
を
風
靡
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
文
化
人
に
出
会
い

大
き
な
影
響
を
受
け
ら
れ
た
お
話
は
、観
客
の
関

心
を
惹
い
た
よ
う
で
し
た
。中
で
も
仏
文
学
者
の
故

澁
澤
龍
彦
氏
に
は
特
に
想
い
入
れ
が
強
く
、精
神
の

支
え
に
な
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　婦
人
雑
誌
に
記
載
さ
れ
て
い
た
澁
澤
氏
の
コ
ラ
ム
に
ハ

ン
ス
ベ
ル
メ
ー
ル
の
球
体
関
節
作
品
を
見
て
、強
い
衝
撃

を
受
け
、四
谷
氏
の
大
き
な
転
換
期
と
な
り
ま
し
た
。

　他
に
も
、金
子
國
義
、唐
十
郎
、麿
赤
児
、篠
山

紀
信
等
現
在
ま
で
交
流
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
、今

な
お
第
一
線
で
の
ご
活
躍
を
続
け
て
お
ら
れ
る
原
動

力
と
感
じ
ま
し
た
。今
後
、ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
す
。

　平
成
二
十
七
年
一
月
六
日（
火
）東
北
生
活
文
化
大
学
・
短
期
大
学
部
平

成
二
十
六
年
度
公
開
講
座「
お
正
月
あ
そ
び
」を
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
、短
期
大
学
部
に
子
ど
も
生
活
専
攻
を
創
設
し
て
か
ら
来
年
度

は
十
年
を
迎
え
ま
す
。そ
こ
で
、子
ど
も
生
活
専
攻
創
設
十
周
年
記
念
行
事

の一環
と
し
て
、学
生
た
ち
、子
ど
も
生
活
専
攻
の
教
員
全
員
の
協
力
の
下
、こ

の
公
開
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。当
日
は
、幼
児
か
ら
小
学
生（
一
歳
か
ら
十

歳
）二
十
六
名
、ご
家
族
の
方
々
十
五
組
が
参
加
、

午
前
中
二
時
間
、学
生
た
ち
が
作
っ
た
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
に
よ
る「
十
二
支
の
話
」を
見
た
り
、凧
作
り
や
こ

ま
作
り
を
し
た
後
、少
し
雪
の
残
る
校
庭
で
思
い
っ

き
り
凧
揚
げ
を
し
た
り
、こ
ま
回
し
に
挑
戦
し
た

り
、昔
な
が
ら
の
正
月
の
あ
そ
び
を
家
族
の
方
々
、

学
生
、教
員
な
ど
み
ん
な
と
楽
し
み
ま
し
た
。体
育

館
い
っ
ぱ
い
に
飾
っ
た
、学

生
た
ち
が
紙
な
ど
で
作
っ

た
鏡
餅
や
餅
花
の
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
も
好
評
で
、小
さ

な
お
子
さ
ん
に
説
明
す
る

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の

姿
は
と
て
も
微
笑
ま
し
い

も
の
で
し
た
。

　家
政
学
科
健
康
栄
養
学
専
攻
二
年
生
、留
守
惠
黎
那
さ
ん
が
み
や
ぎ
蔵

王
三
源
郷
推
進
協
議
会（
村
田
町
・
蔵
王
町
・
川
崎
町
）主
催
の
英
国
ウ
ェ
ー

ル
ズ
州
フ
リ
ン
ト
シ
ャ
ー
県
と
の
国
際
交
流
事
業
に
応
募
し
、見
事
、合
格
い
た

し
ま
し
た
。

　そ
こ
で
本
学
国
際
交
流
委
員
会
か
ら
、こ
の
交
流
事
業
に
参
加
す
る
留
守

さ
ん
に
奨
学
金
の
支
給
を
行
い
ま
し
た
が
、留
守
さ
ん
か
ら
レ
ポ
ー
ト
が
届
い
た

の
で
、ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

「
イ
ギ
リ
ス
で
の
生
活
」

　川
崎
町
、村
田
町
、蔵
王
町
の
三
町
合
同
で
行
っ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
友
好
親
善

派
遣
事
業
が
あ
り
ま
す
。各
町
二
人
、高
校
生
か
ら
大
学
生
を
対
象
に
募
集
し

て
い
ま
し
た
。そ
の
事
業
に
応
募
し
、各
町
二
人
、計
六
人(
大
学
生一人
、高
校
生

五
人)

で
八
月一日
〜
八
月
十
二
日
ま
で
、イ
ギ
リ
ス
、ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。ウ
ェ
ー
ル
ズ
は
自
然
豊
か
で
空
気
も
き
れ
い
な
と
こ
ろ
で
し
た
。

　特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、ロ
ン
ド
ン
観
光
で
す
。シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク・
ホ
ー

ム
ズ
の
家
を
訪
れ
た
り
、バ
ス
に
乗
っ
て
ビ
ッ
ク
ベ
ン
、ロ
ン
ド
ン
ア
イ
、バ
ッ
キ
ン
ガ
ム

宮
殿
な
ど
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
見
て
ま
わ
っ
た
り
ま
し
た
。テ
レ
ビ
で
し
か
見
た
こ

と
の
な
か
っ
た
風
景
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
て
興
奮
し
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。

　ア
メ
リ
カ
英
語
と
イ
ギ
リ
ス
英
語
で
は
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
し
、他

に
も
み
ん
な
と
仲
良
く
な
れ
る
か
な
ど
、不
安
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。し
か
し
、み
ん
な
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
英
語
が
で
き
な
い
私
に
、分
か
り

や
す
く
ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
れ
た
の
で
不
安
も
な
く
な
り
ま
し
た
。約
二
週
間

と
て
も
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。ま
た
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

健
康
栄
養
学
専
攻 

二
年 

留
守
惠
黎
那

　現
在
の
主
な
職
務
は
、広
報
・
学
生
募
集

委
員
会
の
総
括
と
学
生
募
集
を
中
心
に

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
年
間
計
画
、大
学
案

内
の
作
成
、高
校
訪
問
、進
学
相
談
会
、高

校
内
相
談
会
等
の
企
画
と
運
営
、出
前
授
業
、学
校
見
学
の
受
け
入
れ
と
対

応
、各
受
験
業
者
と
の
折
衝
な
ど
で
す
。私
自
身
広
報
と
学
生
募
集
は
、入

学
者
確
保
の
た
め
に
重
要
な
仕
事
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、接
す
る

高
校
生
や
保
護
者
、高
校
の
進
路
指
導
部
の
先
生
方
に
は
丁
寧
な
説
明
と
よ

り
良
い
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
成
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

四
谷
シ
モ
ン
氏
講
演
会

公
開
講
座｢

お
正
月
あ
そ
び
」

事
務
職
員
紹
介

国
際
交
流
事
業
参
加
レ
ポ
ー
ト
「
イ
ギ
リ
ス
で
の
生
活
」

学生募集担当課長
遠藤 保博



就 職 支 援 セ ン タ ー か ら

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
期
は
、一
月
末
で
す
。学

期
末
と
い
う
こ
と
も
あ
り
学
生
は
レ
ポ
ー
ト
、試
験
の

準
備
、作
品
の
提
出
に
一
生
懸
命
の
時
期
で
す
。こ
こ

ま
で
学
生
は
様
々
な
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。特
に
四

年
生
は
卒
業
研
究
が
あ
り
、卒
業
制
作
で
い
ま
ま
で
の

奮
闘
の
結
実
を
見
ま
す
。ま
た
社
会
人
と
な
る
た
め

就
職
活
動
が
あ
り
ま
す
。企
業
と
の
や
り
取
り
の
中

で
、本
当
の
自
分
を
見
失
わ
な
い
で
、人
生
の
目
的
を

定
め
る
た
め
に
は「
真
実
の
デ
ー
タ
」が
必
要
と
考
え
ま

す
。最
近
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
増
刊
号
に
本
学
の
相
澤
郁

恵
さ
ん
の「
モ
デ
ィ
リ
ア
ー
ニ
に
お
願
い
」と
い
う
漫
画
が

連
載
さ
れ
て
い
ま
す
。美
術
を
学
ぶ
学
生
の
奮
闘
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。担
任
だ
っ
た
私
は
、彼
女
の
成
長
を
他

の
先
生
方
と
見
て
き
ま
し
た
。ま
さ
に
あ
の
主
人
公
は

彼
女
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。作
品
制
作
だ
け
で
な
く

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
補
助
、学
友
会
活
動
、サ
ー
ク
ル

等
に
奮
闘
し
ま
し
た
。彼
女
が
一
年
次
終
了
の
と
き
に

グ
ル
ー
プ
展
で
見
た
す
っ
く
り
と
立
つ
人
の
絵
は
新
入

生
当
時
か
ら
見
違
え
る
よ
う
に
成
長
し
た
な
と
思
わ

せ
る
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
と
き
の
彼
女
の
顔
か

ら
は
、本
当
の
喜
び
と
充
実
感
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

「
全
力
」「
力
を
ふ
り
し
ぼ
れ
」よ
く
聞
か
れ
る
言
葉
で

す
。何
事
も
経
験
を
通
し
て
の「
真
実
の
デ
ー
タ
」が
な

い
と
身
心
が
動
き
ま
せ
ん
。「
真
実
の
デ
ー
タ
」と
は
、

元
金
沢
工
業
大
学
教
授
で
画
期
的
創
造
性
開
発
法

と
し
て
Ｎ
M
法
や
工
学
禅
を
開
発
し
た
中
山
正
和
氏

が
そ
の
著
書「
洞
察
力
」（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
）で
述
べ
て
い
る

言
葉
で
す
。私
が
理
解
し
た
範
囲
で
は
、澄
み
き
っ
た

湖
面
に
映
る
風
景
の
よ
う
に
脳
内
に
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

の
ま
ま
に
浮
か
ぶ
状
態
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。し
っ
か
り
と
し
た
目
的
を
持
ち
邪
念
な
く
全
力
で

取
り
組
ん
だ
時
、人
が
脳
の
前
頭
前
野
＝
心
に
蓄
積

し
て
ゆ
く
も
の
。「
真
実
の
デ
ー
タ
」と
は
、「
感
動
経

験
」と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。生
活
美
術
学
科
は
三
島
学
園
女
子
大
学
時
代
か

ら
今
年
で
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。学
生
の
活
動
は
、

大
学
祭
の
運
営
、個
展
、グ
ル
ー
プ
展
、公
募
展
、ゼ
ミ

ナ
ー
ル
展
等
の
発
表
活
動
、各
自
が
全
力
で
取
り
組
ん

だ
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。中
に
は
、私
が
か
つ

て
見
た
ア
リ
ゾ
ナ
の
湖
に
映
る
銀
色
の
青
空
を
感
じ
さ

せ
る
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。家
政
学
科
は
昨
年
十
二

月
に
課
題
研
究
の
発
表
会
を
行
い
充
実
し
た
研
究
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。服
飾
文
化
専
攻
は
二
月
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。短
期
大
学

部
で
は
完
成
年
度
を
迎
え
る
食
物
栄
養
学
専
攻
が

校
外
実
習
等
忙
し
い
中
、大
学
祭
で
ヘ
ル
シ
ー
レ
ス
ト
ラ

ン
を
開
催
し
公
開
講
座
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し

お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。子
ど
も
生
活
専
攻
は

設
置
以
来
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。児
童
館
等
で
三
島

レ
ン
ジ
ャ
ー
等
様
々
な
活
動
を
活
発
に
行
い
ま
し
た
。

学
生
が
そ
の「
真
実
の
デ
ー
タ
」に
基
づ
き
ど
ん
な
未
来

を
創
造
す
る
の
か
。楽
し
み
な
四
月
が
来
ま
す
。皆
様

方
に
は
学
生
の
様
々
な
発
表
活
動
に
は
、是
非
足
を

お
運
び
い
た
だ
き
応
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。今
後
と
も
、三
島
学
園
、東
北
生
活
文
化
大
学

な
ら
び
に
短
期
大
学
部
に
多
大
な
る
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

生活美術学科長   佐藤 淳一
東北生活文化大学

広報

真実のデータ

T O H O K U  S E I K A T S U  B U N K A  

U N I V E R S I T Y  &  J U N I O R  C O L L E G E

このロゴマークは、本学の理念・目標を表現し、広く学内外にアピールするために、大学創立50周年を契機に作
成し、平成22年4月1日に制定されました。東北生活文化大学・同短期大学部の英語表記の頭文字「ＴＳＢ」をモ
チーフにし、人を結び繋ぐことがイメージされています。「広報ＴＳＢ」も、保護者と大学とを結ぶ懸け橋となることを
願って命名しました。
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第 6 号
平成26年度 後期

※

ブ
ロ
ン
ズ
像「
の
ぞ
み
」

※ブロンズ像「のぞみ」…平成26年6月大学3号館東側エントランスに設置。この像は勾当台公園にあるものと同じ作品です。

  本学の大部分の学生にとっては、大学や短大が最後の教育機関です。つまり、小学校から14年間または16年間学んで身につけてきたさまざまな
知識や技能を発揮し、卒業後は実社会で働いて収入を得るとともに、社会の発展に貢献することになります。学生にとって学校から社会に出て行くこ
とは、約20年の人生で最大の飛躍だと思います。学生たちのこの飛躍に対して、保護者の方々の物心両面にわたるご支援を3点記載します。
　第一は、「就職活動をやっている？」と、機会を見て声を掛けてください。本学学生は就職活動への取り組みが遅く、そのために会社の選択幅が狭く
なり、結局は希望に合わない会社なので就職しないままで卒業してしまうという学生がいます。保護者からたまに声を掛けていただくだけで、学生は背
中を押されて前に一歩進み出すことができます。
　第二は、就職活動への経済的な支援です。筆記試験での基礎学力を身につけるには、問題集を買って毎日着実に勉強していく以外に方法はあり
ません。問題集購入のための援助をお願いします。また、就職活動ではリクルートスーツが必要になります。暑い夏の時期の就職活動では2着必要に
なるかもしれません。さらに、面接試験では東京に行かなければならない場合もあります。学生は高速バスを利用するなど余分な支出を抑えています
が、やはり学生の負担は大きいものがあります。ぜひとも経済的な支援をお願いします。
　第三に、保護者と学生とが事前に十分に意見交換をして、共通理解の上で就職活動を進めてください。残念ながら、保護者の理解が得られず、採
用内定を辞退する学生が毎年います。内定通知に承諾書を出してからの辞退は、本来は許されないことです。宮城県内に限るのか、県外でもいいの
か。職種は事務に限るのか、営業でもいいのか。これらのことを学生と話し合ってバックアップしてください。

◎保護者の就職支援

PHOTO ALBUM
（平成26年度後期）

8月2日から5日の4日間開催。さらに今年3月26日、27

日には春期開催します。1日6時間集中的に取り組むた

め、初心者でもデッサン力を身につけることができます。

夏期高校生のための
デッサンセミナー

本学では年2回、定期的に学生と教職員で実
施しています。

構内清掃

防寒対策として、学生食堂前のコアをテントブースの様
に、シートで被い、中ではミネストローネやおでんなど温かい
食べ物も振る舞われ、一足早いクリスマスを楽しみました。

X'mas Party☆
1月24日、本学100周年記念ホールにおいて、

平成26年度成人祝賀行事「情熱のフラメン

コ」を開催しました。

平成26年度成人祝賀
行事

～情熱のフラメンコ～

10月25日、26日開催。各種展示、様 な々ステージイベントが行

われ、盛り上がりました。皆様、ご来場ありがとうございました。
大学祭

企画・演出・構成から衣装デザイン、モデルまですべて学生によるショー。今年のテーマは「交錯」。一人ひとりの力が融合し、感動的なステージに。

ファッションショー

9月20日、塩釜においてGAMA ROCK FES開催。服飾文化専攻が、「GAMA ROCK FLAG」の製作協力を行い、会場までの道を彩りました。

GAMA ROCK FES 2014

主食、小鉢（小・中・大）、主菜などから、自由に組
み合わせを選んで食べることができるようになりま
した。「ランチをコーディネートしよう！」

学生食堂が変わりました

生活美術学科3年生の相澤郁恵さんがこの度、漫画

家デビューしました。「ビッグコミック増刊号」に「モディリ

アーニにお願い」というタイトルで連載されています。

相澤郁恵さん漫画家デビュー©相澤いくえ／小学館ビッグコミック増刊号連載中


